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 資料４  

      は修正箇所 

修正後 修正前 

第１章 基本構想策定の趣旨と背景 第１章 基本構想策定の趣旨と背景 

３ 諸計画との関係 ３ 諸計画との関係 

（１）第６次常滑市総合計画  

「第６次常滑市総合計画（以下「総合計画」という。）」は、2022(令

和４)年度に市の最上位計画としてスタートし、目指すまちの姿を「と

ことん住みたい 世界とつながる 魅力創造都市」と定め、これまで

培ってきたまちづくりを尊重しつつ、新たな時代にふさわしい魅力的

なまちづくりを、市民・地域・事業者と行政が一体となって進めてい

ます。 

総合計画では、目指すまちの姿の実現に向け、７つの「基本目標」

を掲げており、図書館に関しては、基本目標２「創造性や豊かな心を

育むまち」を実現するための施策２－２において「図書館事業の充実

を図り、市民の知的好奇心を満たせる環境を整えるとともに、生涯学

習施設・文化施設のあり方の検討を進める方針」としています。 

また基本目標７「みんなで創る、持続可能なまち」を実現するため

の施策７－４「行財政運営」においては、公共施設全体について、安

全性を確保するため、適正な維持管理を行い、計画的な修繕により長

寿命化を図るとともに、機能や配置の適正化、集約化、複合化を行う

ことで、施設量の適正化を図る公共施設マネジメントを推進すること

としており、その具体的な計画として、「常滑市公共施設等総合管理

計画」、またこれらの計画内容に沿った行動計画として位置付けられ

ている「公共施設アクションプラン（以下「アクションプラン」とい

う。）」を策定していますが、図書館については、令和７年３月の公共

施設アクションプランの改訂により、常滑市民文化会館（以下「文化 

「第６次常滑市総合計画」は、2022(令和４)年度に市の最上位計画と

して策定されました。将来都市像を「とことん住みたい 世界とつな

がる 魅力創造都市」を目指しています。 

その実現のための目標の一つとして「みんなで創る、持続可能なま

ち」を掲げ、公共施設全体について、安全性を確保するため、適正な

維持管理を行い、計画的な修繕により長寿命化を図るとともに、機能

や配置の適正化、集約化、複合化を行うことで、施設量の適正化を図

る公共施設マネジメントを推進することとし、具体的な計画として、

「常滑市公共施設等総合管理計画」、またこれらの計画内容に沿った

行動計画として位置付けられている「公共施設アクションプラン」を

策定しています。 

図書館については、令和７年３月の公共施設アクションプランの改

訂により、常滑市民文化会館（以下「文化会館」という。）や公民館

との複合化ではなく、単独で整備する方針とされました。 

なお、本構想の策定は、中期期間（2025(令和７)年度～2034(令和 16)

年度）の取組みに位置付けられています。 
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修正後 修正前 

会館」という。）や公民館との複合化ではなく、単独で整備する方針と

されました。 

なお、本構想の策定はアクションプランにおける、中期期間

（2025(令和７)年度～2034(令和 16)年度）の取組みに位置付けられ

ています。 

 

(２)第２次常滑市教育大綱 

総合計画が示す常滑市の教育に関する目標や施策を達成するた

め、「第２次常滑市教育大綱（以下「大綱」という。）」が定められて

おり、常滑市の教育における考え方や目指すべき将来像を「ふるさ

と常滑を愛し よりよい社会と人生の作り手を育む」という基本理

念として示しています。 

大綱では、その理念を実現するため７つの「基本方針」を定めてお

り、それを実現するための具体的な計画として、常滑市教育委員会

が「常滑市教育振興基本計画（以下「基本計画」という。）」を定め

ています。 

基本計画では、基本方針２「自ら学びに向かう教育を推進し、基礎

的･基本的な内容を確実に身に付けさせるとともに、自己の可能性を

伸ばす力を育みます。」の中で、精神の安定を図り、読書週間を定着

させるための施策として、全ての小中学校における「朝の読書」

と、ＰＴＡや地域の有志、サークル団体等外部の協力を得て行う

「読み聞かせ」活動を行うこととしています。 

また基本方針７「市民のニーズに対応した生涯学習を推進します。」

の中では、常滑市立図書館における図書の充実や園文庫図書の充

実、お話会・ブックトーク・団体貸出などの実施による園児や児童

生徒の読書活動の推進や、図書館の活性化のための図書館サポータ

ーの活動促進を図ることとされています。なお、図書館について

は、「市民文化会館、中央公民館等の複合化に向けた在り方の検討を 
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修正後 修正前 

進める」こととされていましたが、前記のとおり、アクションプラ

ンの改訂により、単独で整備する方針とされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-3 諸計画との関係 
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第２章 図書館を取り巻く現状と課題 第２章 図書館を取り巻く現状と課題 

第１節 市の現状 第１節 市の現状 

３ 人口分布・人口推移 ３ 人口分布・人口推移 

(１)人口分布 (１)人口分布 

図表 2-6 人口分布（出典:RESAS 地域経済分析システム・500m 

メッシュ） 

図表 2-6 人口分布（出典:RESAS 地域経済分析システム） 

(４)域間流動  

通勤者・通学者における１日の流出・流入状況をみると、通勤者

が流入超過（3,750人）となっている一方で、通学者は流出超過（1,080

人）となっています。その理由の一つとして、2005（平成 17）年の

中部国際空港の開港以来、周辺の自治体より多くの空港従業員が市

内に通勤していることがあげられ、市内に流入している通勤者

15,376人のうち、約４割（約 5800人）が空港従業員となります。 

通勤者・通学者における１日の流出・流入状況をみると、通勤者

が流入超過（3,750 人）となっている一方で、通学者は流出超過

（1,080人）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-10 域間流動 (数値出典:RESAS/地域経済分析システム) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-10 域間流動 (数値出典:RESAS/地域経済分析システム) 
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修正後 修正前 

第３節 図書館の現状 第３節 図書館の現状 

２ 施設の管理運営 ２ 施設の管理運営 

(４)経費 

 

（単位：千円） 

区分 

2024(令和 6)

年度 

当初予算額 

2024(令和 6)

年度 

決 算 額 

2025(令和 7)

年度 

当初予算額 

図書館費（Ａ＋Ｂ） 78,793 81,414 78,793 

Ａ 人件費 47,000 48,705 47,000 

Ｂ 物件費（ａ＋ｂ） 31,793 32,709 31,793 

 ａ 資料費 10,330 10,334 10,330 

 ｂ その他 21,463 22,375 21,463 

図表 2-16 運営経費 

(４)経費 

 

（単位：千円） 

区分 

2024(令和 6)

年度 

当初予算額 

2024(令和 6)

年度 

決 算 額 

2025(令和 7)

年度 

当初予算額 

図書館費（Ａ＋Ｂ） 78,793 81,414 78,793 

Ａ 人件費 47,000 48,706 47,000 

Ｂ 物件費（ａ＋ｂ） 31,793 32,708 31,793 

 ａ 資料費 10,330 10,334 10,330 

 ｂ その他 21,463 22,374 21,463 

図表 2-16 運営経費 

(５)【参考】公共施設アクションプランにおける各公民館の取組方針  

公共施設アクションプランにおいては、青海公民館については、2045

（令和 27）年ごろに建物の耐用期間を迎えることから、アクションプ

ランにおける後期期間（2035（令和 17）～2054（令和 36）年）に、小

中学校や保育園など青海地区内の施設との複合化による一体的更新な

ど複合化も含めた検討を行うこととしています。また同時期に整備さ

れた南陵公民館についても、同様で、南陵地区の小中学校や児童館・

保育園、武道場などとの複合化による一体的更新など複合化も含めた

検討を行うこととしています。 
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修正後 修正前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-7 公共施設アクションプラン 

 

４ 図書館の利用状況 ４ 図書館の利用状況 

(２)利用登録者数と人口 1人当たり個人貸出冊数の推移  

現図書館の利用登録者数（実人数）の推移を見てみると、図書館の

分散移転に左右されることなく 2015（平成 27）年度以降減少傾向にあ

り、読書離れが危惧されます。 

また人口 1 人当たりの個人貸出冊数は、分散移転により、こども図書

室が設置されたことや青海本館・南陵分館の蔵書数が増えたことから、

少し持ち直し横ばい傾向ではあるものの 2015（平成 27）年の８割程度

にまで落ち込んでいます。 
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修正後 修正前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-14 利用登録者数と人口 1人当たり個人貸出冊数 

 

(５)利用者の性別属性  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-17 利用者数の性別による属性 ‐2024（令和６）年度‐ 
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修正後 修正前 

５ 分散移転による影響  

分散移転により、青海本館及び南陵分館の個人貸出冊数は増加した

ものの、こども図書室の個人貸出冊数を含めても、新型コロナウイル

ス感染症による閉館の影響がない 2018（平成 30）年と比較すると、2022

（令和４）年度は 95.2％、2024（令和６）年度では 93.6％と旧本館が

あった時と比べて減少したままです。 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-18 個人貸出冊数（館別） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-19 資料別貸出冊数 
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修正後 修正前 

また貸出冊数を資料別に見ると、児童書は、こども図書室が整備さ

れたことで貸出冊数が分散移転前比 117.3％と増加しているものの、

児童書以外は減少しています。中でも特に、ヤングアダルト（ＹＡ）

の減少幅が大きいことがわかります。個人利用者数（実人数）を比較

すると、13～15歳（中学生世代）、16～18歳（高校生世代）、19～22歳

（大学生世代）の利用が大きく減っていることから、駅から近かった

本館がなくなったことで、学習室利用が文化会館や南陵公民館にシフ

トしたことによるものと推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-20 利用登録者数（年齢別） 

 

2018（平成 30）年と 2022（令和４）年度の比較を地区別に見ると、

常滑地区を除き、地区ごとの減少率はそれほど大きな差はありません。

常滑地区の減少幅が抑えられているのは、こども図書室が整備された

ことにより、これまで図書館を利用していなかった子育て世代が増え

たためと考えられます。 

 

 

 



10 

修正後 修正前 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-21 利用登録者数（地区別） 

 

  

  

 

 


